
研
究
論
文モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
円
条
文
珠
の
本
邦
流
入

香
川
安
造
田
東
三
号
墳
出
土
珠

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
円
条
文
モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
珠
　
安
造
田
東
三
号
墳
　
カ
ラ
ニ
丁
パ
　
ケ
ル
ソ
ネ
ソ
ス
　
バ
ラ
ト
ン
ベ
レ
ニ
ー
　
プ
ラ
エ
ス
ト

ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
　
リ
ー
ベ
　
本
邦
流
入

谷

一

　

　

尚

（
共
立
女
子
大
学
教
授
）

は
じ
め
に

一
九
九
〇
年
香
川
県
満
濃
町
の
安
造
田
東
三
号
項
で
、
文
様
単
位
の
中
心
が

赤
の
紺
白
モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
円
条
文
珠
　
（
図
1
、
図
2
）
　
が
出
土
し
た
。
こ
の

モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
珠
は
国
内
で
は
他
に
類
例
の
無
い
特
殊
な
も
の
で
あ
る
が
、

同
様
技
法
に
よ
る
作
例
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
一
円
で
決
し
て
多
く
は
な
い
が
何
例
か
出

土
し
て
い
る
。
筆
者
も
同
年
一
一
月
に
安
造
田
出
土
珠
を
実
見
し
、
そ
の
見
解

に
基
づ
き
新
聞
発
表
が
な
さ
れ
、
翌
九
一
年
二
月
、
満
濃
町
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
現
地
の
満
濃
文
化
講
演
会
で
講
演
、
さ
ら
に
九
二
年
一
一
月
に
は
、
石
川

県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
で
開
か
れ
た
日
本
ガ
ラ
ス
工
芸
学
会
大
会
で
こ
の
珠

に
つ
い
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
昨
二
〇
〇
二
年
八
月
に
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
で
国
際
ガ
ラ
ス
珠
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
際
に
、
こ
れ
に
伴
っ

軒

図1：安造田東3号墳出土珠、満濃町教育委員会蔵（出
典：満濃町教育委員会『安造田東3号墳発掘調査
報告書』同委員会、1991年、51頁、第32図）

図2：安造田東3号墳出土珠、満濃町教育委員会蔵（出
典：谷一　尚・工藤吾郎『世界のとんぼ玉』里文
出版、1997年、50頁、下段中央図版〉
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て
実
施
し
た
現
地
博
物
館
収
蔵
の
出
土
資
料
調
査
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
新
資

料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
本
小
論
で
は
以
下
、
ま
ず
安
造
田
東
三
号
墳
出

土
例
の
概
要
を
紹
介
し
、
次
い
で
そ
の
製
作
技
法
を
解
明
し
、
他
地
域
に
お
け

る
同
様
の
出
土
例
を
整
理
し
て
、
そ
れ
ら
と
の
比
較
を
通
し
て
安
造
田
東
三
号

墳
出
土
モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
珠
の
東
方
流
入
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

t
　
安
造
田
東
三
号
境
の
概
要

香
川
県
満
濃
町
大
字
羽
間
二
九
六
二
－
六
番
地
に
所
在
。
こ
の
地
に
散
在
す

る
群
集
古
墳
中
の
一
基
。
土
地
所
有
者
か
ら
宅
地
造
成
の
申
し
出
を
受
け
、
満

濃
町
教
育
委
員
会
が
一
九
九
〇
年
七
月
九
日
か
ら
九
月
一
五
日
ま
で
発
掘
調
査

を
実
施
。
発
掘
主
任
は
善
通
寺
市
教
育
委
員
会
の
笹
川
龍
一
主
事
。

古
墳
の
規
模
・
形
態
は
、
山
裾
の
斜
面
に
造
ら
れ
た
直
径
約
二
一
m
、
高
さ

三
・
五
m
の
円
墳
。
花
崗
岩
を
用
い
た
両
袖
式
の
横
穴
式
石
室
を
有
し
、
石
室

の
玄
室
部
は
長
さ
三
　
二
m
、
幅
二
・
〇
m
、
高
さ
二
・
三
m
、
羨
道
部
は
長

さ
五
・
〇
m
、
幅
一
・
一
m
、
高
さ
二
・
四
m
。

石
室
は
、
羨
道
部
で
は
天
井
が
一
部
失
わ
れ
て
は
い
た
が
、
開
口
部
の
遺
存

状
況
は
良
好
で
、
閉
塞
石
が
残
り
、
そ
の
内
側
か
ら
多
量
の
副
葬
品
が
出
土
し

た
。
玄
室
は
す
で
に
盗
掘
さ
れ
て
い
た
が
、
遺
存
状
態
は
比
較
的
良
好
で
、
副

葬
品
と
と
も
に
礫
床
が
検
出
さ
れ
た
。
玄
門
部
両
側
に
は
大
き
な
門
柱
石
が
立

っ
て
い
た
。
こ
の
古
墳
は
、
中
津
山
西
側
山
麓
部
の
尾
根
の
先
端
に
立
地
し
て

い
る
が
、
墳
丘
部
に
六
箇
所
の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
き
わ
め
て
丁
寧

に
構
築
さ
れ
た
版
築
が
確
認
さ
れ
た
。

モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
珠
以
外
の
出
土
遺
物
は
、
子
持
ち
高
杯
・
杯
身
・
杯
蓋
・

台
付
長
頸
壷
・
短
頸
壷
・
高
杯
・
提
瓶
・
平
瓶
・
鉢
・
台
付
鉢
等
の
須
恵
器
、

鎖
・
轡
・
引
手
・
帯
金
具
等
の
馬
具
、
鉄
刀
・
銀
象
軟
鍔
・
大
型
鉄
鉱
等
の
武

具
、
淡
青
透
明
ガ
ラ
ス
勾
珠
・
紺
ガ
ラ
ス
臼
珠
・
紺
ガ
ラ
ス
小
味
・
二
白
斑
文

の
紺
ガ
ラ
ス
珠
・
二
白
斑
文
の
緑
ガ
ラ
ス
珠
・
金
環
等
の
装
身
具
等
。

横
穴
式
石
室
の
構
築
状
況
や
出
土
遺
物
か
ら
、
六
世
紀
中
葉
に
構
築
、
六
世

紀
末
頃
に
追
葬
。
ま
た
、
八
－
一
〇
世
紀
の
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
六
世
紀
の
埋
葬
後
、
八
－
一
〇
世
紀
に
祭
祀
が
行
わ
れ
た
ら
し
く
、
こ
の

人
々
が
石
室
内
に
侵
入
し
、
多
く
の
副
葬
品
を
玄
室
か
ら
羨
道
に
運
び
出
し
、

そ
の
後
、
天
井
岩
が
落
盤
し
て
羨
道
を
塞
い
だ
た
め
、
落
盤
を
ま
ぬ
か
れ
た
玄

室
の
み
に
侵
入
し
た
後
世
の
盗
掘
者
か
ら
副
葬
品
が
守
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

｛
6
）
る
。二

　
安
造
田
東
三
号
墳
出
土
モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
珠
と
そ
の
製
作
技
法
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モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
珠
の
出
土
状
況

モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
珠
は
、
玄
室
礫
床
上
面
の
遺
物
と
小
礫
と
を
除
去
し
た
後

に
、
そ
の
下
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
扇
平
な
河
原
石
の
間
か
ら
、
玄
室
の
ほ

ぼ
中
央
部
で
発
見
さ
れ
た
。
礫
床
の
間
に
挟
ま
っ
て
い
た
た
め
、
前
述
の
玄
室

か
ら
羨
道
へ
の
副
葬
品
の
運
び
出
し
に
遭
遇
せ
ず
、
ほ
ぼ
当
初
の
埋
納
位
置
で

あ
る
玄
室
中
央
部
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
　
出
土
モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
珠
と
そ
の
製
作
技
法

出
土
し
た
の
は
最
大
径
二
四
五
c
m
、
ほ
ぼ
球
形
の
モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
珠
。

そ
の
製
作
技
法
は
、
珠
細
部
の
文
様
の
流
れ
具
合
等
の
筆
者
に
よ
る
実
見
観
察

か
ら
、
ま
ず
①
赤
色
ガ
ラ
ス
棒
を
芯
に
し
て
周
囲
に
白
色
ガ
ラ
ス
棒
を
巻
き
つ



け
、
さ
ら
に
そ
の
周
囲
に
紺
色
ガ
ラ
ス
棒
を
巻
き
、
②
こ
れ
を
中
心
に
等
間
隔

に
机
上
に
置
い
た
白
色
ガ
ラ
ス
棒
の
上
を
転
が
し
て
周
囲
に
付
着
さ
せ
た
金
太

郎
飴
式
の
モ
ザ
イ
ク
棒
を
、
③
径
〇
・
五
c
m
程
度
の
細
さ
に
な
る
ま
で
引
き
伸

ば
し
て
か
ら
、
④
」
本
の
長
さ
が
各
々
二
c
m
程
度
に
切
断
、
⑤
こ
れ
を
一
モ
ザ

イ
ク
単
位
と
し
て
六
本
用
意
し
、
中
心
一
、
周
囲
瓦
の
配
置
で
束
ね
、
剥
離
剤

を
表
面
に
つ
け
た
金
属
棒
の
先
端
に
加
熱
し
て
巻
き
つ
け
、
⑥
孔
を
貫
通
さ
せ

て
か
ら
金
属
棒
を
引
き
抜
き
、
⑦
徐
冷
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
て
い
る
。
昨
二
〇
〇
二
年
九
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
東
京
・
奈
良
・
福

岡
の
三
会
場
で
　
「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
考
古
学
新
発
見
展
」
　
が
開
催
さ
れ
、
筆
者

も
九
月
二
四
日
、
有
楽
町
朝
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
こ
の
出
土
例
を
実
見
、

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
　
他
地
域
に
お
け
る
類
似
の
出
土
例

こ
の
形
態
の
モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
珠
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
わ
が
国
で
は
安
造
田

の
も
の
が
唯
一
の
出
土
例
で
あ
る
が
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
各
地
に
類
例
が
散
見

さ
れ
る
。
以
下
、
筆
者
が
実
見
し
た
も
の
を
中
心
に
、
い
く
つ
か
の
出
土
例
を

挙
げ
、
そ
の
出
土
層
位
・
埋
蔵
年
代
を
整
理
・
検
討
す
る
。

（
二
）
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
黒
海
北
岸
ケ
ル
ソ
ネ
ソ
ス

ケ
ル
ソ
ネ
ソ
ス
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
黒
海
北
岸
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
最
南

端
、
セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
市
の
西
三
k
m
に
あ
る
。
ボ
ン
ト
ウ
ス
の
ヘ
ラ
ク
レ
ア
か

ら
移
住
し
た
メ
ガ
ラ
人
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
系
殖
民
都
市
遺
跡
。

二
世
紀
に
ロ
ー
マ
軍
占
領
の
中
心
と
な
り
、
以
後
中
世
ま
で
存
続
し
た
。
ガ
ラ

ス
の
東
西
交
易
史
を
研
究
す
る
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
な
地
域
の
一
つ
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
的
状
況
が
好
転
せ
ず
、
筆
者
は
い
ま
だ
こ
の
地
域
を

実
際
に
訪
れ
、
収
蔵
出
土
資
料
の
現
地
調
査
が
敢
行
で
き
て
お
ら
ず
、
こ
の
資

料
は
未
見
。
ア
レ
ク
セ
ー
ヴ
ア
の
報
告
に
よ
る
図
に
も
と
づ
く
。
二
－
三
世
紀

の
層
位
か
ら
の
出
土
と
さ
れ
る
。
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）
　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
テ
ル
メ
ズ
郊
外
カ
ラ
・
テ
バ

カ
ラ
・
テ
パ
遺
跡
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
南
部
、
ス
ル
ハ
ン
ダ
リ
ア

州
の
州
都
テ
ル
メ
ズ
市
郊
外
、
オ
ク
サ
ス
河
　
（
ア
ム
ダ
リ
ア
）
　
が
ア
ラ
ル
・
バ

イ
ギ
ヤ
ン
パ
ル
と
い
う
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
領
の
川
中
島
を
挟
ん
で
二
つ
に
合
流

す
る
あ
た
り
の
右
岸
に
あ
る
。
カ
ラ
・
テ
パ
は
三
つ
の
丘
か
ら
な
る
ク
シ
ャ
ー

ン
朝
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
仏
教
遺
跡
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
付
属
す
る
、
エ
フ
タ

ル
期
五
1
六
世
紀
の
墓
地
か
ら
、
同
様
技
法
の
縁
・
黄
モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
珠
が
、

一
九
九
八
年
か
ら
の
加
藤
九
酢
・
国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教
授
と
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
共
和
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
考
古
学
研
究
所
と
の
合
同
発
掘
調
査
で
出
土

（
三
）
　
ハ
ン
ガ
リ
Ⅰ
、
バ
ラ
ト
ン
湖
畔
バ
ラ
ト
ン
ベ
レ
ニ
ー

こ
れ
も
筆
者
未
見
資
料
。
ア
ン
ド
ラ
エ
の
報
告
に
よ
る
図
に
も
と
づ
く
。
四

－
五
世
紀
の
層
位
か
ら
の
出
土
と
さ
れ
る
。

（
四
）
デ
ン
マ
ー
ク
、
プ
ラ
エ
ス
ト
／
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
　
（
図
3
）
／
リ
ー
ベ

デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
三
点
の
出
土
例
は
、
昨
二
〇
〇
二
年
八
月
の
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
で
の
国
際
ガ
ラ
ス
珠
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
伴
う
現
地
博
物
館
収
蔵

の
出
土
資
料
調
査
で
、
同
年
八
月
三
一
日
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
国
立
博
物
館
収



蔵
庫
内
に
お
い
て
実
見
確
認
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
三
点
い
ず
れ
も
、
基
本
的

技
法
は
安
造
田
出
土
例
と
同
様
で
あ
る
が
、
色
は
紺
自
の
み
、
モ
ザ
イ
ク
単
位

も
筒
状
同
心
円
棒
を
束
ね
た
の
み
の
単
純
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
埋
蔵
年
代

は
プ
ラ
エ
ス
ト
出
土
例
が
古
く
三
世
紀
末
－
四
世
紀
初
頭
、
ボ
ー
ン
ホ
ル
ム
と

リ
ー
ベ
出
土
例
は
七
－
八
世
紀
と
さ
れ
る
。
他
地
域
出
土
例
と
比
べ
て
、
か
な

り
の
年
代
幅
が
あ
る
の
は
、
製
作
中
心
地
か
ら
離
れ
た
遠
隔
地
で
あ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。

図3：デンマーク、ボーンホルムV4号暮出土

珠、コペンハーゲン国立博物館蔵

（JamesLanktonの撮影提供による）

四
　
モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
円
条
文
珠
の
本
邦
流
入
と
今
後
の
課
題

安
造
田
東
三
号
境
で
は
、
モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
珠
に
伴
っ
て
、
最
大
径
部
両
端

に
白
斑
文
の
あ
る
緑
色
ガ
ラ
ス
鼓
珠
、
お
よ
び
や
は
り
最
大
径
部
両
端
に
白
斑

文
の
あ
る
青
色
ガ
ラ
ス
鼓
珠
各
一
点
、
紺
色
ガ
ラ
ス
臼
珠
七
点
、
紺
色
ガ
ラ
ス

小
珠
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
筆
者
が
研
究
代
表
者
と
し
て
、
科
研
に
よ
り
中

国
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
県
で
日
中
合
同
の
原
州
聯
合
考
古
隊
を
組
織
し
て
行

っ
た
一
九
九
六
年
の
北
周
田
弘
墓
（
出
土
し
た
墓
誌
か
ら
五
七
五
年
葬
と
判
明
）

発
掘
調
査
で
は
、
棺
内
覆
土
よ
り
安
造
田
と
同
様
の
紺
色
ガ
ラ
ス
臼
珠
・
小
珠

が
八
八
〇
個
、
紺
色
ガ
ラ
ス
鼓
珠
が
一
七
個
　
（
う
ち
八
個
の
珠
の
開
孔
部
片
端

に
白
斑
文
）
　
出
土
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
全
体
数
も
、
ま
た
鼓
珠
の
地
色

お
よ
び
白
斑
の
位
置
も
異
な
る
が
、
同
じ
六
世
紀
で
も
あ
り
そ
の
傾
向
は
近
似

し
て
い
る
。

安
造
田
の
も
の
は
残
念
な
が
ら
成
分
の
化
学
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、

田
弘
墓
出
土
の
も
の
は
、
東
京
文
化
財
研
究
所
の
平
尾
良
光
教
授
ら
に
よ
り
主

な
も
の
は
成
分
分
析
さ
れ
、
紺
色
の
着
色
剤
は
酸
化
コ
バ
ル
ト
、
白
斑
は
酸
化

錫
に
よ
る
白
濁
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
何
ら
新
し
い
事
実
は
な
く

当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
が
、
紺
色
臼
珠
の
多
く
が
五
【
一
▲
％
の
、
紺
色
鼓
珠

が
五
－
九
％
の
ア
ル
ミ
ナ
　
（
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
）
　
を
含
む
ソ
ー
ダ
石
灰
ガ
ラ

ス
で
あ
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
五
－
一
二
％
程
度
の
ア
ル
ミ
ナ
を
含
む
、

い
わ
ゆ
る
高
ア
ル
ミ
ナ
の
ソ
ー
ダ
石
灰
ガ
ラ
ス
は
、
前
二
世
紀
か
ら
後
九
世
紀

頃
の
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
系
の
ガ
ラ
ス
に
特
徴
的
に
見
受
け
ら
れ
る
傾
向
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
高
ア
ル
ミ
ナ
ガ
ラ
ス
は
、
わ
が
国
で
は
安

造
田
の
対
岸
、
岡
山
市
鹿
田
遺
跡
出
土
の
弥
生
中
期
と
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
質
残
淳

か
ら
、
古
墳
終
末
期
の
藤
ノ
木
古
墳
出
土
黄
色
・
橙
色
を
始
め
と
す
る
各
色
珠

や
、
飛
鳥
池
工
房
址
出
土
た
こ
焼
き
式
中
珠
鋳
型
付
着
ガ
ラ
ス
ま
で
い
く
つ
か

の
出
土
例
に
認
め
ら
れ
亀
対
岸
岡
山
市
の
上
道
北
方
に
あ
る
塚
段
二
号
境
は
、

安
造
田
と
同
じ
六
世
紀
の
横
穴
式
石
室
を
も
つ
円
墳
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
出
土

し
た
重
層
ガ
ラ
ス
連
珠
や
、
他
地
域
で
出
土
の
金
層
・
銀
層
の
ガ
ラ
ス
連

珠
・
単
珠
に
は
、
黒
海
北
岸
－
北
イ
ラ
ン
の
デ
ー
ラ
マ
ン
ー
楼
蘭
と
い
っ
た
北

－70－



図4：芯までモザイク珠とモザイク板貼付珠との技法的相違、上2点は芯までモザイク珠、5－6世紀、出土
地不明（伝イラン）、個人蔵、下2点はモザイク板貼付珠、17－18世紀、出土地不明（伝東ジャワ）、個
人蔵（出典：谷一　尚・工藤吾郎『世界のとんぼ玉』里文出版、1997年、78頁）

方
系
と
、
イ
ン
ド
ー
東
南
ア
ジ
ア
の
南
海
系
の
も
の
と
が
あ
り
、
武
寧
王
陵
な

ど
韓
国
で
出
土
す
る
も
の
や
、
橿
原
新
沢
千
塚
一
二
六
号
項
な
ど
わ
が
国
で
出

土
す
る
も
の
が
ど
ち
ら
の
系
統
に
属
す
る
か
は
、
ガ
ラ
ス
の
成
分
を
分
析
し
て

み
な
け
れ
ば
確
認
で
き
ず
、
外
見
や
形
態
か
ら
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
判
断
で
き

な
い
。
今
回
と
り
あ
げ
た
モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
円
条
文
珠
も
、
現
在
ま
で
の
知
見

で
は
、
五
1
六
世
紀
の
　
「
芯
ま
で
モ
ザ
イ
ク
」
珠
　
（
図
4
上
段
）
　
は
北
方
系
、

そ
れ
以
後
の
　
「
モ
ザ
イ
ク
板
貼
付
」
珠
　
（
図
4
下
段
）
　
は
ジ
ャ
ワ
な
ど
南
海
系

と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
ど
う
か
。
移
動
可
能
の
小
型
で
非
破
壊
分

析
可
能
の
高
性
能
機
器
が
開
発
さ
れ
た
現
在
、
安
造
田
東
古
墳
や
海
外
の
出
土

例
な
ど
い
く
つ
か
の
重
要
な
資
料
の
成
分
の
化
学
分
析
が
侯
た
れ
る
所
以
で
あ

る
。
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